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・のう胞は数やサイズが頻繁に変わる。 
 
・多くの方が複数ののう胞を持っており、その中で最大のもの
の、大まかなサイズをお知らせする。 

 
・のう胞はその中に液体のみがあり、細胞がないためがんにな
ることはない。 

 
・今回の検査でのう胞と判定されたものは良性。 
 
・のう胞は乳幼児に少なく、学童期～中高生に多く見られる。 

甲状腺検査 

甲状腺検査についてのQ&A（福島県立医大放射線医学県民健康管理センターウェブサイト）より作成 

甲状腺検査 のう胞とは 

福島県で行われている甲状腺検査で「のう胞」と判定しているものは、中に液体のみが
溜まった袋状のもので、細胞のない良性のものです。健康な方にも見つかることが多く、
特に学童期～中高生に多く見られるものです。そのため、繰り返し検査を受けると、成長
に伴ってのう胞が見つかることもよくあります。

A １判定の方が次回の検査で A ２判定や B 判定になったり、逆に A ２判定の方が A
１判定になることもよくあります。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
改訂日：平成 28 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第10章 健康管理 




